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公
益
社
団
法
人
茨
城
県
柔
道
接
骨
師

会（
市
川
善
章
会
長
）主
催
、つ
く
ば
市
・

土
浦
市
後
援
に
よ
る
「
老
化
予
防
と
疾

病
予
防
を
は
か
る
中
高
齢
年
齢
者
に
や

さ
し
い
“
か
ら
だ
づ
く
り
”
―
運
動

の
効
果
と
栄
養
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

―
」
の
講
演
会
が
11
月
10
日
、
つ
く
ば

市
竹
園
の
つ
く
ば
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
45
年
に
わ
た

る
中
高
齢
年
齢
者
の
体
力
科
学
研
究
の

実
績
と
運
動
指
導
者
と
し
て
全
国
的
に

有
名
な
、
つ
く
ば
健
康
運
動
研
究
所
所

長
で
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
芳
賀
脩
光

氏
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
県
内
各
地
に
住
ん
で

い
る
中
高
齢
年
齢
者
に
健
康
で
元
気
な
毎

日
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
柔
道
整
復
師

と
い
う
立
場
か
ら
地
域
医
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
本
会
が
、
老
化
・
疾
病
予
防
の

一
助
に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
も
の
で
約

３
０
０
人
の
市
民
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

講
演
会
を
前
に
主
催
者
を
代
表
し
て
市

川
善
章
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、「
柔
道
整
復

師
業
界
と
し
て
は
県
内
唯
一
の
公
益
社
団

法
人
で
あ
り
、
当
法
人
に
は
約
４
０
０
人

の
会
員
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
員
が
各
地
域
で
皆
様
の
健
康
作
り
の

た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
が
増
々
元
気
に
毎
日
が
過
ご

せ
る
よ
う
に
と
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
続
い
て
、
来
賓

の
つ
く
ば
市
長
市
原
健
一
様
か
ら
は
「
中

高
年
齢
者
に
健
康
で
快
適
な
日
々
を
送
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
行
政
と
し
て
も
望
ま

し
い
こ
と
で
す
。
今
日
の
講
演
会
を
参
考

に
し
て
元
気
な
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
い
う
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

芳
賀
脩
光
氏
は
、「
老
化
と
い
う
の
は

加
齢
と
共
に
身
体
内
部
の
各
臓
器
の
機
能

が
非
可
逆
的
に
低
下
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

は
誰
も
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
」
と
冒

頭
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
運
動
の

効
果
と
栄
養

学
の
観
点
か
ら

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
実
技
を
交

え
な
が
ら
、
高

齢
者
の
生
活
力

を
高
め
る
運
動

処
方
上
の
要
点

な
ど
を
わ
か
り

や
す
く
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
心
肺
機
能
の
効
率
を
高
め
動
脈
硬
化

を
予
防
し
、
生
活
自
立
機
能
の
中
で
最
も

重
要
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
生
活

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
20
分
間
の
歩
行
運
動
な

ど
」
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
①
自
覚

的
強
度
（
楽
で
あ
る
）
の
ペ
ー
ス
で
歩
行

②
最
初
の
速
度
は
普
通
速
度
③
そ
の
後
は

少
し
歩
幅
を
大
き
く
④
20
分
間
歩
行
は
膝

関
節
や
腰
部
に
も
や
さ
し
い
⑤
生
活
習
慣

病
危
険
因
子
の
予
防
・
改
善
に
大
き
く
貢

献
⑥
一
人
で
も
、
多
人
数
で
も
年
間
を
通

し
て
可
能
⑦
毎
日
継
続
が
可
能
。
１
週
間
に

２
～
３
回
は
必
須
」
と
教
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
若
い
時
に
体
力
作
り
を
し
た
こ
と
は
、

高
齢
者
に
な
っ
た
現
在
で
は
役
に
立
た
な

い
。「
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
“
や
る

な
ら
今
で
し
ょ
う
”」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

健康づくりに関心のある大勢の
市民が参加した

講演する芳賀脩光筑波大学名誉教授

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
柔
道
接
骨
師
会
主
催 

特
別
公
開
講
座

「
老
化
予
防
と
疾
病
予
防
を
は
か
る
中
高
齢
年
齢
者
に
や
さ
し
い“
か
ら
だ
づ
く
り
”」を
開
催
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他社からの
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※一部ご希望に添えない
　 場合があります。

記
念
式
典
は
一
ツ
柳
明
副
会
長
の
開
式

の
辞
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
市

川
善
章
会
長
が
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
市
川
会
長
は
、「
ご
多
用
の
中
、
今

回
の
式
典
に
各
界
の
来
賓
の
皆
様
方
に
参

列
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
」
と
述
べ
、
本
会
が
公
益
法
人

へ
移
行
し
た
経
緯
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
療
養
費
の
受
領
委
任
の
取

り
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
意
義
あ
る

こ
と
で
す
が
、県
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
、

県
民
の
健
康
の
維
持
増
進
の
事
業
に
つ
い

て
も
大
変
重
要
な
事
業
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
常
に
謙
虚
さ
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
重
視
し
て
、
社
会
か
ら
の
信
頼

を
得
、
恥
ず
か
し
く
な
い
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
が
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
本
会

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
近
年
、
柔
道
整
復
師
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
超
少
子
高
齢
化
と
い
う
社
会
医
療

環
境
の
変
化
の
中
で
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
会
員
一
同
、
一
人
ひ
と
り
の
患

者
さ
ん
を
大
切
に
し
て
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
今
後
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
会
に
長
年
に
わ
た
り
貢
献
の

あ
っ
た
加
藤
総
合
法
律
事
務
所
の
加
藤
興

平
氏
、
橋
本
公
認

会
計
事
務
所
の
橋

本
英
之
氏
に
本
会

会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓

挨
拶
に
入
り
、
土

井
幹
雄
茨
城
県
保

健
福
祉
部
長
、
梶

山
弘
志
衆
議
院
議
員
、
白
田
信
夫
茨
城
県

議
会
議
長
、
中
村
俊
一
茨
城
労
働
局
長
、

稲
葉
本
治
茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
理
事
長
、
岡
田
広
参
議
院
議
員
、
工

藤
鉄
男
公
益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師

会
会
長
な
ど
か
ら
、
本
会
に
対
す
る
心
の

こ
も
っ
た
温
か
い
応
援
と
今
後
の
活
躍
を
期

待
す
る
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
土
井
幹
雄
茨
城
県
保
健
福
祉
部
長

は
「
接
骨
師
会
は
地
域
医
療
の
保
健・医
療・

介
護
・
公
衆
衛
生
に
お
い
て
は
欠
か
せ
な
い

団
体
で
す
。
県
民
の
健
康
の
た
め
に
今
後

も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
」

と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
後
の
祝
賀
会
に
は
、
本
会
顧

問
の
額
賀
福
志
郎
衆
議
院
議
員
、
総
合
病

院
水
戸
協
同
病
院
平
野
篤
病
院
長
も
駆
け

つ
け
本
会
の
発
展
へ
の
期
待
の
祝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
会
員
の
意
見

交
換
や
医
療
関
係
者
と
の
懇
談
な
ど
で
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。
最
後

に
役
員
や
関
係
者
が
壇
上
よ
り
万
歳
三
唱

を
し
、
竹
藤
敏
夫
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
て
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

各界の代表を前に新たなる決意を誓う市川会長

公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う

記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催

　
「
公
益
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
記
念

式
典
」
を
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
柔
道

接
骨
師
会
（
市
川
善
章
会
長
）
が
９
月

８
日
、
水
戸
市
の
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
公
益
法
人

制
度
改
革
に
伴
う
も
の
で
、
本
会
は
こ

れ
ま
で
の
活
動
内
容
な
ど
か
ら
、
公
益

に
ふ
さ
わ
し
い
団
体
と
し
て
４
月
１
日

付
け
で
茨
城
県
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
今
回
の
式
典
は
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
県
民
の
公
衆
衛
生
の
向
上
、
県

民
の
健
康
の
維
持
増
進
に
関
す
る
事
業

等
の
活
動
を
内
外
に
力
強
く
示
す
と
と

も
に
会
員
の
意
識
向
上
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
た
も
の
で
す
。

業界の発展を祈念して万歳三唱
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戦
は
、
愛
知
県
を
３
―
０
で
下
し
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
精
鋭
48
チ
ー
ム
（
東
京
都

は
２
チ
ー
ム
）
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

指
揮
を
執
っ
た
眞
中
進
監
督
は
「
選
抜

選
手
に
決
ま
っ
た
時
よ
り
子
供
達
が
数
段

実
力
を
つ
け
て
く
れ
た
。
全
試
合
と
も
一

人
も
負
け
ず
に
勝
ち
上
が
っ
た
こ
と
は
内

容
的
に
も
偉
業
だ
」
と
選
手
の
健
闘
を
称

え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
予
選
会
を
開
催
し
選
抜
に
携

わ
っ
た
本
会
の
市
川
善
章
会
長
も
「
こ
の

大
舞
台
で
な
か
な
か
連
覇
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
が
一
丸

と
な
り
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
た
」
と

称
賛
し
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）

10
月
14
日
、
東
京
都
文
京
区
の
講
道
館

大
道
場
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
杯
争

奪
第
22
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
（
公

益
社
団
法
人
日
本
柔
道
整
復
師
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
本
県
選
抜
チ
ー
ム
が
２
年

連
続
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

初
戦
よ
り
い
き
な
り
優
勝
候
補
同
士
の

対
戦
と
な
り
、
東
京
都
Ａ
チ
ー
ム
を
１
―

０
の
僅
差
で
破
っ
た
後
は
２
回
戦
石
川

県
、
３
回
戦
沖
縄
県
、
４
回
戦
兵
庫
県
に

快
勝
し
勢
い
に
乗
り
ま
し
た
。
準
決
勝
戦

の
岐
阜
県
と
の
接
戦
を
制
し
臨
ん
だ
決
勝

連覇を称え祝勝会を開催
　12 月１日、つくば市のホテルグランド東
雲で、本会主催による祝勝会が開催され、県
柔道連盟萩原榮会長、菅谷俊雄同理事長を始
め関係者が集い、大活躍した選手の栄誉を称
えました。子供達は記念品を受け取ったり、
ご馳走を頬張ったり、満面の笑みで互いに喜
びを噛みしめていました。

（広報部長　荒井健吉）

◎
本
県
選
抜
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り

先
鋒
：
下
村 
琉
也

　
（
４
年
生
・
無
心
塾
飯
島
道
場
）

次
鋒
：
大
林 

優
樹

　
（
５
年
生
・
下
館
武
道
館
）

中
堅
：
カ
フ
レ 

ジ
オ
バ
ニ

　
（
５
年
生
・
土
浦
市
体
育
協
会
柔
道
部
）

副
将
：
松
田 

新
太

　
（
６
年
生
・
力
善
柔
道
ク
ラ
ブ
）

大
将
：
長
谷
川 

碧

　
（
６
年
生
・
一
心
館
菅
谷
道
場
）

◎
試
合
結
果

一
回
戦　
　

１
―
０　

東
京
都
Ａ

二
回
戦　
　

５
―
０　

石
川
県

三
回
戦　
　

４
―
０　

沖
縄
県

四
回
戦　
　

３
―
０　

兵
庫
県

準
決
勝
戦　

１
―
０　

岐
阜
県

決
勝
戦　
　

３
―
０　

愛
知
県

監督・コーチ・選手が一丸となって二連覇の偉業を
成し遂げました

第
22
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

　
茨
城
県
選
抜
チ
ー
ム
が

２
年
連
続
優
勝
を
飾
る
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に
「
極
め
ろ
！
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

き
、
更
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
梅
津
勝
子
先
生
、
高

橋
広
美
先
生
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
市

川
会
長
、
重
い
体
重
の
私
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
取
の
眞
中
先
生
に
感
謝
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
、
喜
び

と
感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
部
長　

荒
井
健
吉
）

11
月
10
日
、
水
戸
市
総
合
運
動
公
園
体

育
館
に
お
い
て
、
日
本
赤
十
字
社
茨
城
県

支
部
主
催
の
第
10
回
赤
十
字
救
急
法
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
県
民
の
方
々
が
楽
し

み
な
が
ら
救
急
法
の
技
術
に
触
れ
る
機
会

を
設
け
、
救
急
法
へ
の
関
心
を
深
め
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
柔

道
接
骨
師
会
奉
仕
団
は
昨
年
に
続
き
２
回

目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
15
の

奉
仕
団
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
赤

十
字
茨
城
県
支
部
職
員
な
ど
１
５
０
名
が

参
加
し
、
各
々
の
ブ
ー
ス
運
営
を
担
当
し

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
参
加
者
は
三
角
巾

包
帯
競
技
参
加
者
な
ど
約
３
５
０
人
の
来

場
が
あ
り
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

三
角
巾
包
帯
競
技
で
は
三
角
巾
を
使
用

し
た
応
急
処
置
や
本
結
び
競
技
な
ど
白
熱

し
た
競
技
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
全
身
包
帯

と
い
う
楽
し
い
企
画
も
あ
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

我
が
接
骨
師
会
奉
仕
団
の
ブ
ー
ス
で
は

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
肩
・
腰
・
膝
関
節
の

痛
み
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
開
始

早
々
か
ら
多
く
の
相
談
者
が
訪
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
テ
ー
ピ
ン
グ
指

導
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
運
動
療
法
指
導
、
超

音
波
観
察
装
置
に
よ
る
関
節
・
筋
肉
等
の

エ
コ
ー
画
像
観
察
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

利
用
し
て
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

終
始
相
談
者
は
絶
え
ず
大
勢
の
相
談
が
あ

り
（
67
名
、
78
部
位)

、
混
雑
時
に
は
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
参
加
し
た
団

員
も
懸
命
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

岩
本
勝
久
）

赤十字救急法フェスティバルに参加した団員
左から岩本勝久・久保田浩将・藁谷和彦
嶋﨑英恭・早川好機

青木竜也会員（左）と眞中進会員

柔
道
接
骨
師
会
奉
仕
団

　
赤
十
字
救
急
法

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

10
月
14
日
、
講
道
館
で
行
わ
れ
た
厚
生

労
働
大
臣
旗
争
奪
第
37
回
日
整
全
国
柔
道

大
会
で
、
本
会
会
員
の
眞
中
進
６
段
と
青

木
竜
也
５
段
が
、
講
道
館
柔
道
草
創
期
の

時
代
を
背
景
と
し
て
制
定
さ
れ
た
古
典
で

あ
る
「
柔
の
形
」
の
模
範
演
武
を
披
露
し

ま
し
た
。

眞
中
会
員
は
平
成
21
年
「
固
の
形
」
以

来
２
回
目
の
演
武
で
し
た
が
、
初
め
て
形

の
演
武
を
披
露
し
た
青
木
会
員
は
「
柔
道

の
聖
地
で
あ
る
講
道
館
で
「
柔
の
形
」
受

を
演
武
で
き
る
と
は
、
29
年
間
の
柔
道
生

活
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
く
ら
い

に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

演
武
し
て
い
る
時
に
は
、
緊
張
の
あ
ま

り
取
の
眞
中
先
生
の
顔
し
か
覚
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
市
川
会
長
へ
の
報
告
時

眞
中
進
・
青
木
竜
也
会
員
が

日
整
全
国
柔
道
大
会
で
形
を
演
武
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第
26
回
い
ば
ら
き
医
療
福
祉

研
究
集
会
に
参
加

10
月
27
日
、
土
浦
市
の
つ
く
ば
国
際
大

学
に
お
い
て
、茨
城
県
保
険
医
協
会
主
催
、

茨
城
県
柔
道
接
骨
師
会
共
催
に
よ
り
、
第

26
回
い
ば
ら
き
医
療
福
祉
研
究
集
会
、
第

７
回
い
ば
ら
き
歯
科
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
医
師
、
歯
科
医
師
、

医
療
・
介
護
関
係
者
、
学
生
の
多
数
参
加

の
も
と
、
前
日
ま
で
の
台
風
の
影
響
に
よ

り
中
止
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
事
開

催
さ
れ
、
本
会
か
ら
も
５
名
の
会
員
が
労

務
派
遣
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
９
時
30
分
よ
り
６
分
科
会
に
分
か

れ
、「
多
職
種
連
携
の
チ
カ
ラ
」
の
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
と

様
々
な
立
場
の
方
々
に
よ
る
、
現
場
で
の

連
携
を
目
指
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
課

題
・
提
案
な
ど
が
熱
心
に
発
表
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、公
開
講
座
と
し
て「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
安
心
し
て
使
用
す
る

た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
が
安
価
で
先
発
医
薬
品
と
同
じ

効
果
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
う
よ

う
に
普
及
し
な
い
点
を
取
り
上
げ
て
、
一

般
の
方
々
と
同
時
に
医
療
関
係
者
に
対
し

て
も
、
疑
問
・
不
安
を
取
り
除
き
信
頼
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
基
礎
的
事
項
を
確
認
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
関
わ
る
様
々
な
立
場
の
方
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
使
用

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
一
般
公
開
企
画
と
し
て

「
明
日
か
ら
使
え
る
医
療
・
介
護
技
術
、

本
当
は
こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
!!
」

と
銘
打
ち
、
看
護
・
介
護
の
現
場
で
リ
ハ

ビ
リ
が
う
ま
く
い
か
な
い
方
々
に
対
し
て

知
識
・
技
術
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
・
コ

ツ
な
ど
を
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
の
先
生
方
が
簡
単
に
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
く
れ
る
相
談
会
な
ど
も
行

わ
れ
、
様
々
な
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
会
長
の
宮
﨑
三
弘
先
生
よ
り
、

「
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
を
様
々
な
職
種
間

で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
日
か
ら
の

実
践
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
有
意
義

な
研
究
集
会
に
な
っ
た
」
と
ご
挨
拶
が
あ

り
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

根
本
光
昭
）

県
西
支
部
で
は
、
例
年
恒
例
に
な
っ
て

い
る
「
保
険
講
習
会
」
を
、
10
月
26
日
、

下
妻
市
内
の
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
員
79

名
が
参
加
し
、
柔
道
整
復
師
を
取
り
巻
く

現
状
と
保
険
請
求
に
関
す
る
諸
問
題
等
に

つ
い
て
、
支
部
長
や
保
険
委
員
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

眞
中
進
支
部
長
か
ら
は
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
に
伴
い
医
療
費
が
年
々
増
大
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
の
施
術
に
対
す

る
対
応
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
、
各
保
険
組
合
や
協
会
等
か
ら

柔
道
整
復
師
業
界
へ
、こ
こ
数
年
カ
ル
テ
・

申
請
書
の
記
載
に
対
す
る
要
望
が
多
数
き

て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
患
者
さ
ん
を

治
療
し
た
後
の
的
確
な
事
務
処
理
（
カ
ル

テ
・
申
請
書
な
ど
）
の
取
扱
い
等
に
つ
い

て
、
そ
の
対
応
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。な

お
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、

日
本
柔
道
整
復
師
会
も
把
握
し
て
お
り
、

諸
問
題
の
解
決
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
等

関
係
者
に
働
き
か
け
を
す
る
な
ど
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

活
動
状
況
等
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
後
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
か
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

医師、歯科医師、医療・介護関係者、学生が
多数参加しました
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ま
た
、
事
前
に
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

質
問
等
に
つ
い
て
も
時
間
が
取
ら
れ
、
保

険
業
務
を
よ
り
円
滑
に
す
る
た
め
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
、
会
員
の
視
点
に
立
っ
て
細
部

に
わ
た
り
解
説
さ
れ
、
そ
の
後
の
質
疑
応

答
も
活
発
な
意
見
が
出
る
な
ど
大
変
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
箱
守
志
農
夫
保
険
委
員
が
説

明
さ
れ
、
長
期
頻
回
施
術
理
由
な
ど
の
記

載
上
の
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
を
例
に
挙
げ
ら
れ
て
説
明
さ
れ

る
な
ど
、
参
加
し
た
会
員
も
熱
心
に
受
講

さ
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
今
回

の
講
習
会
で
は
、
保
険
情
報
に
無
知
な
る

が
ゆ
え
の
間
違
っ
た
判
断
や
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
知
識
を
得
ら
れ
、
ま
た
保
険
請
求
に

関
す
る
社
会
か
ら
の
厳
し
い
視
線
を
、
会

員
一
人
ひ
と
り
が
真
摯
に
受
け
止
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
強
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
医
療
保
険
の
未
来
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
襟
を
正
し
て
こ
れ
か
ら
の

業
務
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
る
接
・
整
骨
院
を
確
立
す
る
た
め
の

意
識
改
革
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

早
乙
女
聰
）

県
西
支
部
常
総
部
会
で
は
11
月
17
日
、

茨
城
県
砂
沼
広
域
公
園
内
の
砂
沼
サ
ン

ビ
ー
チ
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
「
第
25

回
砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
」
に
救
護
係
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
下
妻

市
内
に
あ
る
砂
沼
を
囲
む
遊
歩
道
約
６
・

５
㎞
を
利
用
し
て
走
る
も
の
で
、
一
般
の

マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

の
体
力
に
合
わ
せ
て
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
の
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
男
子
・
女

子
の
部
に
分
け
、
ま
た
小
学
４
年
生
ま
で

は
親
子
で
ペ
ア
を
組
ん
で
参
加
す
る
部
門

も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
思
い
に
応

え
る
よ
う
に
晴
れ
渡
っ
た
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら

１
２
２
０
名
が
参
加
。
常
総
部
会
か
ら
は

初
回
か
ら
連
続
し
て
救
護
の
実
績
を
も
つ

相
沢
寿
会
員
を
責
任
者
と
し
て
、初
沢
修
、

上
野
良
知
、
松
﨑
剛
至
会
員
、
そ
し
て
早

乙
女
聰
が
競
技
役
員
の
救
護
係
を
担
当
し

ま
し
た
。

実
際
の
業
務
は
、
ま
だ
朝
靄
が
う
っ
す

ら
と
漂
う
７
時
に
受
付
に
集
合
し
、
11
月

７
日
夜
に
行
わ
れ
た
競
技
役
員
打
ち
合
わ

せ
会
で
決
め
ら
れ
た
内
容
を
確
認
し
た
う

え
で
、
連
絡
係
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
市
職

員
と
と
も
に
各
部
所
に
分
か
れ
ま
し
た
。

砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
の
特
長
は
親
子
マ
ラ
ソ

ン
に
あ
り
、
父
と
子
、
母
と
子
、
中
に
は

家
族
み
ん
な
で
思
い
思
い
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
身
を
つ
つ
み
、
手
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
あ
る
い
は
手
に
し
た
た
す
き
を
互
い

に
し
っ
か
り
握
り
し
め
な
が
ら
楽
し
く
走

る
姿
は
、
秋
の
陽
ざ
し
に
も
映
え
て
温
も

り
の
あ
る
幸
せ
な
光
景
を
映
し
出
し
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
幸
い
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く

無
事
に
業
務
を
務
め
、
現
場
で
の
対
応
や

他
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
今
後
の
奉
仕
活
動
に
役
立
つ
貴
重

な
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
目
的
に
は
、「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
し
た
体
力
の
維
持
・

向
上
を
目
指
し
、
心
身
の
健
康
に
つ
い
て

の
意
識
を
高
め
、
市
民
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
大
会
と
す
る
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
を

通
じ
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
い

う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
今
回
の
参
加
は
そ

県
西
支
部
　
常
総
部
会

第
25
回
砂
沼
マ
ラ
ソ
ン
救
護
活
動

左から上野良知、早乙女聰、相沢寿、初沢修
松﨑剛至が競技役員の救護係を担当しました

県西支部では定例年度行事として
「保険講習会」を開催しました
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◆
三
谷　

幸
次
郎　
（
み
た
に　

こ
う
じ
ろ
う
）

　

県
南
支
部　

三
谷
淳
一
会
員
の
父

　

９
月
19
日
死
去　

84
歳

平成24年度　救護員派遣状況平成25年度　救護員派遣状況

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
よ
り
身
近
な
地
域
医

療
を
担
う
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
立
場

を
踏
ま
え
た
活
動
で
あ
り
、
そ
う
し
た
姿

勢
は
市
の
担
当
者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員　

早
乙
女
聰
）

台
風
27
号
が
日
本
列
島
を
通
過
す
る

中
、
開
催
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
日

の
大
荒
れ
の
天
気
が
嘘
の
よ
う
な
好
天
に

恵
ま
れ
た
10
月
27
日
（
日
）、
千
葉
県
香

取
郡
の
神
崎
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
約
60

名
の
参
加
者
の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

岡
本
会
長（
千
葉
県
）と
市
川
会
長（
茨

城
県
）
の
挨
拶
の
あ
と
、
イ
ン
・
ア
ウ
ト

に
分
か
れ
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

予
定
よ
り
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
た
め
、

最
終
組
は
日
没
に
か
か
り
暗
く
な
っ
て
か

ら
の
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、楽
し
み
な
が
ら
全
員
無
事
に
ホ
ー

ル
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

優
勝
は
中
島
邦
夫
会
員
、
B
G
で
高
田

博
美
会
員
が
３
位
、
市
川
会
長
が
６
位
入

賞
す
る
な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
発

揮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
コ
ン
や
ニ

ア
ピ
ン
賞
な
ど
に
つ
い
て
も
茨
城
県
の
会

員
の
方
々
が
多
数
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、
16
番
の
ミ
ド
ル
ホ
ー
ル
で
セ
カ

ン
ド
シ
ョ
ッ
ト
が
ま
さ
か
の
カ
ッ
プ
イ

ン
し
イ
ー
グ
ル
賞
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

当
日
賞
と
し
て
ゴ
ル
フ
場
協
賛
の
キ
ャ

デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
は
、
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
、
８
月
25
日
に
は
、
第
12
回

都
柔
接
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
、
群
馬
県
高
崎
市
に
あ
る
サ
ン
コ
ー
72 

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
西
コ
ー
ス
で
２
０
０

名
を
超
え
る
参
加
者
の
下
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
か
ら
は
藁
谷
和
彦
理
事
、
田
村

敏
之
会
員
、
山
口
康
会
員
、
栁
田
隆
泰
会

員
の
４
名
が
参
加
し
、
ス
タ
ー
ト
時
間
直

前
に
強
い
雨
が
降
り
出
し
、
シ
ョ
ッ
ト
や

パ
ッ
ト
が
乱
れ
る
不
安
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
直
ぐ
に
雨
も
上
が
り
、
日

陰
は
涼
し
か
っ
た
た
め
、
例
年
の
暑
さ
は

な
く
楽
し
い
ゴ
ル
フ
に
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
茨
城
県
チ
ー
ム
は
皆
上

位
で
名
前
を
呼
ば
れ
、
ド
ラ
コ
ン
２
個
、

ニ
ア
ピ
ン
２
個
と
大
健
闘
で
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

当日賞を受賞した
栁田会員

第
33
回
茨
城
・
千
葉

親
善
ゴ
ル
フ
大
会
に
参
加
し
て

県
北
支
部
　
栁
田
隆
泰

茨城県柔道接骨師会の皆様へ 新築・建替え・リフォームのご相談は
「創業62年」「内部結露対策No.1」ヤマダ・エスバイエルホームへ

■お問合せは

TEL.029-858-1331
［担当］赤坂

壁体内換気システム概念図

ご相談いただいた皆様には、
接骨師会会員価格 でご提案させていただきます。

９月28日（土）

2013ＨＥＲＯＳカップ小学生ドッジボール大会
　水郷体育館
　逆井秀樹、堀越滋（県南支部）

指関節、右股関節などの負傷者４名に包帯、テーピング、アイ
シング、湿布などの処置をしました。

11月10日（日）

平成25年度茨城県武道フェスティバル柔道大会
　茨城県立武道館柔道場
　助川悟志、安哲郎（水戸支部）

右肘関節捻挫の負傷者１名にテーピングの処置をしました。
11月10日（日）

平成25年度茨城県ママさんバスケットボール秋季大会
　常澄健康管理トレーニングセンター
　石川博英、羽石勝（県北支部）

指関節・膝関節・足関節捻挫などの負傷者11名に湿布、包帯、
テーピング、アイシングなどの処置をしました。

11月17日（日）

平成25年度茨城県ママさんバスケットボール秋季大会
　常澄健康管理トレーニングセンター
　髙田敬、後藤洋彰（水戸支部）

指関節・膝関節などの負傷者14名にテーピングなどの処置を
しました。

11月24日（日）

第33回つくばマラソン
　旧日本料理篠ノ宮付近（26.5km）
　鮏川秋雄、𠮷原貴範、齋藤正仁、桜井亮、田中広一（県南支部）

51名のランナーにテーピングなどの処置をしました。
科学技術出版前（36km）

　内舘秋男、高巣定夫、飯塚丈仁、永田喜久雄、岡田賢（県南支部）
31名のランナーにテーピングなどの処置をしました。
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柔整業界の今がわかる

http://www.jusei-news.com/
柔整ホットニュースURL

柔整ホットニュースでは「今、何が起こっているのか？」「今後の柔整業界は
どうなっていくのか？」様々な疑問や問題を追いかけると共に、「業界情報」
「行政情報」「保険情報」など柔道整復師が知っておかなければいけない様々
な情報をタイムリーに発信していく情報サイトです。

様々な情報をタイムリーに発信！

編集発行人　市川善章
発行責任者　荒井健吉
編 集 部 員　髙儀和広　早乙女聰
　　　　　　根本光昭　西澤直之　岩本勝久
公 益 社 団 法 人 茨 城 県 柔 道 接 骨 師 会
〒 310―0804　　水戸市白梅 2―2―39
TEL 029（247）8111  FAX 029（247）8126
E-mail　shiraume08@ibaraki.email.ne.jp

ぎ
っ
く
り
腰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

突
然
や
っ
て
く
る
ギ
ッ
ク
リ
腰
。な
ら
な
い

よ
う
に
日
頃
か
ら
注
意
し
て
い
て
も
、ち
ょ
っ

と
し
た
弾
み
で
痛
め
て
し
ま
い
ま
す
。も
し
ギ

ッ
ク
リ
腰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し
ま
し

ょ
う
？

□
先
ず
は
安
静
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

痛
み
が
発
生
し
て
か
ら
す
ぐ
は
無
理
に
動
こ

う
と
せ
ず
に
、近
く
の
も
の
に
つ
か
ま
り
呼
吸
を

整
え
て
落
ち
着
き
ゆ
っ
く
り
と
態
勢
を
整
え
ま

す
。

□
患
部
は
冷
や
す
？
温
め
る
？

　

初
期
の
ギ
ッ
ク
リ
腰
は
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

ア
レ
ル
ギ
ー
や
皮
膚
疾
患
が
な
け
れ
ば
ア
イ
シ

ン
グ
や
冷
湿
布
な
ど
で
冷
や
し
ま
す
。20
分
程

度
を
目
安
に
1
～
2
時
間
お
き
に
ア
イ
シ
ン
グ

を
行
う
と
、患
部
の
炎
症
が
落
ち
着
き
楽
に
な

っ
て
き
ま
す
。一
般
的
に
24
～
48
時
間
の
冷
却
を

行
っ
た
後
は
、患
部
を
温
め
る
温
熱
療
法
に
切

り
替
え
る
こ
と
で
痛
み
が
和
ら
い
で
き
ま
す
。

□
安
静
も
大
事
で
す
が
・・・

　

痛
み
が
あ
る
と
動
き
た
く
な
い
！
と
思
う
の

も
心
情
で
す
が
、
安

静
に
し
て
い
れ
ば

す
ぐ
に
治
る
と
い
う

も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ギ
ッ
ク
リ
腰
は

安
静
に
す
る
よ
り
も

筋
肉
や
骨
以
外
に
起
因
す
る
腰
の
痛
み

　

接
・
整
骨
院
に
通
院
し
て
い
る
人
は
、け
が

に
よ
る
腰
部
捻
挫
で
治
療
し
て
い
ま
す
が
、腰

の
痛
み
に
は
、特
徴
の
あ
る
痛
み
も
あ
り
ま
す
。

１
．食
事
に
伴
っ
て
起
こ
る
痛
み

　

主
に
消
化
器
系
の
病
気
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
、胆
石
、膵
炎
等

２
．排
尿
時
に
伴
っ
て
起
こ
る
痛
み

　

泌
尿
器
系
の
病
気
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

尿
路
結
石
、腎
炎
等

３
．月
経
時
に
伴
っ
て
起
こ
る
痛
み

　

婦
人
科
系
の
病
気
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
筋
腫
、子
宮
内
膜
症
、卵
巣
腫
瘍
等

ほ
か
に
循
環
器
系
の
解
離
性
大
動
脈
瘤
も
腰
に

異
常
な
痛
み
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
症
状
に
思
い
当
た
る
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
は
、現
在
通
っ
て
い
る
接
・
整
骨

院
の
先
生
に
相
談
し
て
、指
示
に
従
い
各
々
の

診
療
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

（
広
報
副
部
長　

髙
儀
和
広
）

肥満にならないための食事法
　肥満になると様々な疾患に罹り易くなります。整・接骨院に通
院している方は、足腰の痛みが治りにくくなったり、また転倒の際、
体重が重いと怪我が重症化したりします。
肥満にならない為には、食事の取り方が重要になってきます。
　その要点は、
１．朝・昼・夜、規則正しく取る。間食、夜食をしない。おかず

を先に食べる。
２．1回に口に入れる量は、少なめにしてよく噛んで（30回程度）

早食いをしない。
３．食事の量は、腹八分目（高齢者は、七分目）で、ため食い、

ドカ食いをしない。
　以上のことを守ってゆっくり時間をかけて味わいながら、楽し
く食事をしましょう。　　　　　　　　　（広報副部長　髙儀和広）

早
期
に
運
動
す
る
こ
と
で
回
復
、
治
癒
、
再
発

防
止
に
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
痛

み
が
和
ら
い
だ
時
点
で
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や

軽
運
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と

で
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
な
る
リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま

す
。
あ
の
辛
い
痛
み
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
日

常
生
活
に
適
度
な
運
動
を
取
り
入
れ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。　　
　
　

 （
広
報
委
員　

岩
本
勝
久
）

◆　

◆　

◆　

TRIO

トリオ医科
〒 300-1216 茨城県牛久市神谷 6-6-1
TEL029（873）8553　FAX029（873）8796

東京（営）大田区・北関東（営）館林

株式
会社

信頼のネットワーク
地域密着

Door to DoorDoor to Door


